
組織的対応 別紙４

対応の流れ （１発見　→２情報収集　→３事実確認　→４方針決定　→５対応　→６解消経過観察）

　情報を得た教職員

聞き取り

教頭

保護者

　　　　適宜連絡

　　　　　 報告 　　県教育委員会

・高校教育課生徒指導班

報告 　         支援 ・学校支援チーム

・高等学校問題解決

共通理解 　サポートチーム

・教育相談窓口

　　　指導方針の決定、指導体制の編成

連絡・相談       西脇警察署

生活安全課・地域課

　　　　　 解消 　西脇市教育委員会

支援 　　青少年センター

 継続指導・経過観察

　　　　　　 再発防止・未然防止活動 　　　こども福祉課

情報提供

対応の留意点

生命又は身体の安全がおびやかされるような重大な事案が発生した場合の対応
①速やかに県教育委員会や警察等の関係機関へ報告する。
②県教育委員会の支援を受け、校長のリーダーシップのもと、学校全体で組織的に対応し、迅速に事案解決にあたる。
③事案によっては、当事者の同意を得た後、説明文書の配布や緊急保護者会を実施する。
④マスコミ対応は情報の窓口を一本化する。

西脇市

支援

　　     日常の観察・アンケート・教育相談・周りの生徒の訴え等の情報

報告・事実関係の把握

　　　　　　　　　　 対応班編成

　　　事案の状況により、メンバーの決定

　　報告・共通理解

 調査方針・分担決定

当該生徒

　　緊急対応会議

職
員
会
議

　担任・年次主任等

生徒指導担当

育友会

郷瀬町・日野町区長

校長

調査班編成

事案の状況により、メンバーの決定

対応班による

いじめ解消に向けた指導

学校だけで解決が

困難な事例

　多可西脇補導連絡会

学校評議員会
学校関係者評価委員会

ネット上のいじめ
県警本部
サイバー犯罪対策室
人権法務局人権擁護課

相談

暴力・恐喝等の犯罪行

為があった場合

招集・指揮

被害生徒 苦痛を共感的に理解し、不安を取り除く。全力で守り抜くという立場で、継続的支援を行う。

加害生徒
いじめは決して許されないという毅然とした態度で接する。内面を理解し、他人の痛みが解る指導を
行う。

いじめは、被害・加害生徒だけの問題ではなく、見て見ぬふりをする周囲の者も、いじめを助長してい
ることに気付かせ、自分たちでいじめ問題を解決する意識を育成する。

被害側
正確・丁寧に事実を説明し、家庭での本人の様子を確認する。学校を挙げ、全力で被害生徒を守り
抜く姿勢で対応し、いじめ解消への道のりを示す。

加害側 事実の把握後、速やかに面談を行い、正確・丁寧に事実を説明し、いじめ解消への道のりを示す。

生徒への
対応

観衆・傍観者
　　　　　への対応

保護者へ
の対応


